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第
12
施
設
群
（群
長
・
梅
木
１
佐
）は
平
成
30
年
１
月
23
日
（火
）、
岩
見
沢
駐
屯
地
及
び
隣
接
す
る
孫
別
演
習
場
に
お
い
て
平
成
29
年

度
群
冬
季
戦
技
競
技
会
を
実
施
し
た
。 

 

今
年
度
は
12
月
の
気
温
が
高
く
コ
ー
ス
整
備
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
本
格
的
に
練
成
を
開
始
で
き
た
の
は
年
が
明
け
て
か
ら
と
い
う

条
件
の
中
、
各
中
隊
は
短
期
集
中
で
練
成
を
行
っ
て
き
た
。
開
会
式
で
第
３
９
８
施
設
中
隊
の
佐
々
木
士
長
が
選
手
宣
誓
を
し
、
統
裁
官

（群
長
）は
訓
示
で
「中
隊
の
一
員
と
し
て
の
誇
り
を
も
ち
、
最
後
の
一
押
し
ま
で
全
力
を
尽
く
せ
。
」
と
要
望
し
、
「孫
別
の
風
と
な
れ
。
」 

平

成

29

年

度

群

冬

季

戦

技

競

技

会 

総 合 

優  勝 ３９９施中 

準優勝 ３９８施中 

一般走 
順 位 中隊名 氏階級 記 録 
第 １ 位 ３９８施中 岡田３曹 ２４分３７秒 
第 ２ 位 ３９９施中 三村２曹 ２４分４５秒 
第 ３ 位 ３９９施中 高沢３曹 ２５分３９秒 
第 ４ 位 ３９８施中 藤原２曹 ２５分５５秒 
第 ５ 位 ３９９施中 榎  ２曹 ２６分０４秒 
第 ６ 位 本 管 中 斎藤准尉 ２６分０７秒 
第 ７ 位 本 管 中 小森１尉 ２６分１２秒 
第 ８ 位 本 管 中 片山曹長 ２６分３０秒 
敢闘賞 ４００施中 木下１士 ３１分５５秒 

アキオの部 
順 位 中隊名 記 録 
第 １ 位 ３９９施中 ２２分４５秒 
第 ２ 位 ３９８施中 ２３分２３秒 

と
隊
員
を
鼓
舞
し
た
。
開
会
式
終
了
後
、
一
般
走
が
行
わ
れ
各
隊
員
は
中
隊
の
勝
利
に
貢
献
す
べ

く
死
力
を
尽
く
し
、
約
６
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア
キ
オ
の
部
で
は
、

約
４
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
を
選
ば
れ
た
４
名
の
精
鋭
が
各
中
隊
の
プ
ラ
イ
ド
と
期
待
を
背
負
い
、
熱
い
声
援

の
後
押
し
を
受
け
な
が
ら
激
走
し
た
。 

 

本
競
技
会
を
通
じ
て
、
群
は
積
雪
寒
冷
地
に
所
在
す
る
部
隊
と
し
て
必
要
な
冬
季 

戦
技
能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
中
隊
が
優
勝
を
目
指
し
て
一
丸
と
な
っ

た
こ
と
で
、
更
な
る
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

成
績
に
つ
い
て
は
表
の
と
お
り
。 

選手宣誓(398ECo佐々木士長) 一斉にスタート 

白熱した一般走 

中隊のプライドを背負ったアキオの部 

総合優勝 第３９９施設中隊 



平成２９年度第３９８施設中隊冬季訓練検閲 

群 ス キ ー 行 進 訓 練 

 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
、
群
ス
キ
ー
行
進
訓
練
を

実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
平
成
29
年
度
第
２
回
群
集
中
訓
練
の
群
統
制
訓
練
と
し
て
行
わ
れ
岩
見
沢
駐

屯
地
、
孫
別
演
習
場
及
び
岩
見
沢
・
三
笠
市
内
に
て
行
わ
れ
た
。
当
日
は
行
進
表
に
基
づ
き

０
６
４
０
よ
り
群
の
先
行
班
、
引
き
続
い
て
各
中
隊
、
群
本
部
及
び
新
補
職
者
が
行
進
を
開

始
し
、
駐
屯
地
か
ら
孫
別
演
習
場
を
経
て
市
来
知
川
及
び
幾
春
別
川
沿
い
の
経
路
約
15
ｋ
ｍ

を
行
進
、
開
始
時
に
降
っ
て
い
た
雪
も
、
演
習
場
を
通
過
す
る
頃
に
な
る
と
す
っ
か
り
止
み

絶
好
の
行
進
日
和
の
中
参
加
し
た
隊
員
全
員
が
完
走
し
た
。
今
回
初
め
て
積
雪
地
訓
練
を

行
う
第
３
９
８
施
設
中
隊
寺
島
１
士
は
「
行
進
開
始
前
は
完
走
で
き
る
か
と
て
も
不
安
だ
っ

た
が
、
新
補
職
者
積
雪
地
集
合
訓
練
で
得
た
技
術
と
積
み
重
ね
た
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
、

脱
落
す
る
事
無
く
完
走
で
き
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
い
た
。 

 

群
は
生
地
に
お
い
て
実
施
し
た
本
訓
練
を
通
じ
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
部
隊
移
動
能
力

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
訓
練
で
得
た
教
訓
事
項
を
今
後
の
訓
練
の
資
と
し
て
更
な
る

精
強
化
を
図
っ
て
い
く
。 

 ▲ 孫別演習場内 ▼ 

▲ 岩見沢及び三笠市内 ▼ 

 

第
12
施
設
群
（群
長
・
梅
木
１
佐
）は
平
成
30
年
２
月
13
日
（
火
）
～
16
日
（
金
）
の
間
、
岩
見

沢
駐
屯
地
及
び
孫
別
演
習
場
に
お
い
て
平
成
29
年
度
第
３
９
８
施
設
中
隊
（
中
隊
長
・
藤
田

１
尉
）冬
季
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。 

 

13
日
（
火
）
、
状
況
開
始
に
先
立
ち
編
成
完
結
式
及
び
隊
容
検
査
を
実
施
し
た
。
統
裁
官

（群
長
）は
訓
示
で
「気
象
・地
形
の
特
性
を
克
服
・
利
用
し
任
務
を
完
遂
せ
よ
。
」
「周
到
な
準

備
及
び
安
全
管
理
の
徹
底
に
よ
り
非
戦
闘
損
耗
を
根
絶
せ
よ
。
」
の
２
点
を
要
望
事
項
と
し

て
掲
げ
、
「
藤
田
中
隊
長
を
核
心
と
し
、
今
年
度
の
練
成
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
執
念

を
も
っ
て
任
務
を
完
遂
す
る
と
と
も
に
、
全
隊
員
が
自
ら
の
使
命
を
自
覚
し
、
中
隊
の
任
務

完
遂
の
た
め
、
自
ら
確
立
し
た
目
標
を
着
実
に
実
行
し
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
期
待
す

る
。
」
と
述
べ
た
。
じ
後
隊
容
検
査
が
行
わ
れ
、
受
閲
準
備
態
勢
の
確
立
状
況
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
命
令
下
達
及
び
戦
闘
指
導
が
行
わ
れ
翌
日
14
日
（水
）、
中
隊
集
結
地
へ
向
け
ス
キ
ー

行
進
を
開
始
し
た
。
速
や
か
に
集
結
地
を
占
領
後
、
戦
闘
団
の
直
接
支
援
と
い
う
任
務
を
付

与
さ
れ
て
い
る
中
隊
は
作
業
に
着
手
、
２
．
５
型
作
業
室
用
簡
易
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
、
地
雷

原
の
構
成
、
対
へ
リ
ボ
ン
障
害
の
構
成
、
機
動
路
の
整
備
及
び
我
戦
闘
前
哨
後
退
に
伴
う
道

路
閉
塞
を
実
施
し
た
。
受
閲
中
隊
は
作
業
間
、
降
雪
や
夜
間
に
お
け
る
気
温
の
低
下
、
敵
の

遊
撃
活
動
や
航
空
攻
撃
に
対
し
、
中
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
柔
軟
性
の
保
持
」
を
具
現
し

全
て
の
任
務
を
被
支
援
部
隊
の
要
求
す
る
時
期
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
中
隊
長
を
核
心
と
し

中
隊
一
丸
と
な
り
、
冬
季
・
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
気
象
・
地
形
の
特
性
を
克
服
・
利
用
し
、

見
事
任
務
を
完
遂
し
た
。 

 

群
は
、
冬
季
に
実
施
し
た
本
訓

練
検
閲
で
得
た
教
訓
を
今
後
の
資

と
し
、
積
雪
寒
冷
地
に
所
在
す
る

部
隊
と
し
て
更
な
る
精
強
化
を
図

る
。 

 

本
訓
練
検
閲
の
優
秀
隊
員
は
次

の
３
名 

中
隊
本
部 

３
曹 

岡
田 

昌
也 

第
1
小
隊 

２
曹 

庄
司 

一
弥 

第
2
小
隊 

２
曹 

佐
々
木 

一
寿 編成完結報告 

スキー行進 対へリボン障害の構成 

簡易掩蓋掩壕の構築 ＣＯＰ後退に伴う道路閉塞予行 



ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり支援 
 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
30
年
１
月
22
日
（
月
）
～
２
月
16
日

（
金
）
の
間
、
岩
見
沢
駅
東
市
民
広
場
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
28
回
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ

Ａ
Ｗ
Ａ
ド
カ
雪
ま
つ
り
」の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
製
作
し
た
。 

こ
の
祭
り
は
今
年
で
28
回
目
を
迎
え
道
内
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
岩
見
沢
市
で
、

雪
と
触
れ
合
い
冬
を
楽
し
も
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
で
行
わ
れ
て
お
り
岩
見
沢
市
の

冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。 

 
第
３
９
９
施
設
中
隊
（
中
隊
長
・
小
山
１
尉
）
が
担
任
し
、
駐
屯
地
各
部
隊
か
ら
の

支
援
人
員
を
も
っ
て
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
製
作
し
た
。
製
作
期
間
を
通
じ
て
降
雪
や

気
温
が
上
下
す
る
不
安
定
な
気
候
の
中
、
16
日
（
金
）
の
引
渡
し
に
向
け
て
日
中
の

み
な
ら
ず
夜
間
も
作
業
を
行
い
製
作
し
た
。
こ
の
間
７
日
（
水
）
、
松
野
哲
岩
見
沢
市

長
、
仁
志
正
樹
岩
見
沢
市
観
光
協
会
会
長
及
び
安
藤
富
夫
社
会
福
祉
法
人
岩
見

沢
清
丘
園
理
事
長
か
ら
慰
問
を
受
け
た
。
岩
見
沢
市
長
は
「
寒
い
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ド
カ
雪
ま
つ
り
開
催
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と

隊
員
を
激
励
し
、
担
任
中
隊
小
隊
長
（中
上
２
尉
）
は
「残
さ
れ
た
期
間
は
わ
ず
か
だ

が
、
子
供
達
が
楽
し
め
る
雪
像
を
精
一
杯
作
り
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。
本
慰
問
で
頂
い

た
の
は
、
市
と
観
光
協
会
か
ら
お
に
ぎ
り
及
び
天
狗
ま
ん
じ
ゅ
う
、
清
丘
園
か
ら
は

岩
見
沢
市
特
産
の
き
じ
ラ
ー
メ
ン
が
振
る
舞
わ
れ
、
隊
員
た
ち
は
「
体
が
温
ま
り
助

か
り
ま
す
。
」と
感
謝
し
て
い
た
。 

 

本
支
援
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
対
し
て

駐
屯
地
へ
の
認
知
・理
解
の
促
進
を
図
っ
た
。 

メインステージの製作 ▲ ▲ ▲ １月３０日 ２月６日 

２月１３日 慰問受け(２月７日) 

引渡式(２月１６日) 製作した滑り台で遊ぶ親子連れ 

岩 見 沢 自 衛 隊 音 楽 ま つ り 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
30
年
２
月
18
日
（
日
）
、
岩
見
沢
市
に
所
在

す
る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が
に
お
い
て
岩
見
沢
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。 

 

こ
の
音
楽
祭
り
は
岩
見
沢
市
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ド
カ
雪

ま
つ
り
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
稲
津
久
衆
議
院
議
員
、
松
野
哲
岩

見
沢
市
長
ほ
か
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。 

 

本
音
楽
ま
つ
り
は
、
第
11
音
楽
隊
と
岩
見
沢
市
立
東
光
中
学
校
に
よ
る
合
同
演
奏
で
ス

テ
ー
ジ
を
展
開
し
、
「
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
」
や
「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
」
「
パ
イ
レ
ー
ツ
オ
ブ

カ
リ
ビ
ア
ン
」
と
い
っ
た
馴
染
み
の
曲
な
ど
全
８
曲
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
星
野
源
の
「
恋
」
に

合
せ
て
中
学
生
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
約
７
０
０
名
の
観
客
で
あ
ふ
れ
た
会
場
内
は
熱
気
で

包
ま
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

こ
の
間
、
会
場
の
外
で
は
駐
屯
地
隊
員
が
炊
事
車
で
調
理
し
た
「
駐
屯
地
特
製
カ
レ
ー
」
の

無
料
試
食
は
今
年
も
大
好
評
で
、
開
始
１
時
間
前
か
ら
並
ん
で
い
る
方
も
い
て
用
意
し
た
４

０
０
食
は
あ
っ
と
い
う
間
に
提
供
し
終
え
た
。 

 

合
同
演
奏
に
参
加
し
た
生
徒
は
、
「
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
来
年
も

参
加
し
た
い
で
す
。
」
と
話
し
て
い
た
。
ま
た
観
客
の
一
人
は
「
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
」
と
話
し
、
笑
顔
で
会
場
を
あ
と
に
し
た
。 

 

駐
屯
地
は
、
本
音
楽
ま
つ
り
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
協
力
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
。 

ラッパ隊による開演ファンファーレ 第１１音楽隊単独演奏による第１部 

第１１音楽隊・東光中学校合同演奏による第２部 

大好評の駐屯地特製カレー 駐屯地特製カレーの調理 



駐 屯 地 成 人 行 事 

29  

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）
、
今
年
晴
れ
て
新
成
人

と
な
る
隊
員
の
門
出
を
祝
う
成
人
行
事
を
実
施
し
た
。 

 

今
年
の
新
成
人
は
７
名
で
、
そ
の
う
ち
教
育
参
加
者
を
除
く
６
名
が
参
加
し
た
。
式
で
は
、

駐
屯
地
隊
員
が
見
守
る
な
か
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
胸
に
一
人
ず
つ
決
意
を
表
明

し
、
司
令
及
び
来
賓
の
藤
原
恒
雄
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
長
、
田
中
均
自
衛
隊
家
族
会
岩
見

沢
支
部
長
か
ら
祝
辞
を
受
け
た
。
式
終
了
後
祝
賀
会
食
が
行
わ
れ
、
当
日
事
前
に
新
成
人

と
し
て
の
思
い
を
揮
毫
し
た
湯
呑
み
を
披
露
し
、
各
部
隊
長
等
か
ら
温
か
い
拍
手
を
受
け
た
。

午
後
か
ら
は
、
群
１
科
に
よ
る
新
成
人
一
般
教
養
教
育
、
岩
見
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て

今
年
か
ら
初
の
試
み
と
な
る
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
育
を
受
講
し
、
成
人
と
し
て
必
要
な
知
識

や
礼
儀
作
法
を
学
ん
だ
。 

 

参
加
し
た
新
成
人
か
ら
は
「
今
日
一
日
を
通
し
、
大
変
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
」
「
と
て

も
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
自
ら
の
使
命
を
自
覚
し
、

信
頼
さ
れ
る
地
域
社
会
の
一
員
た
る
よ
う
精
進
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
梅
木
１
佐
）
は
平
成
30
年
１
月
12
日
（
金
）
、
美
唄
市
に
所
在
す
る

美
唄
国
設
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
平
成
29
年
度
家
族
ス
キ
ー
教
室
を
実
施
し
た
。
こ
の
ス
キ
ー

教
室
は
岩
見
沢
駐
屯
地
曹
友
会
が
主
催
し
、
隊
員
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
25
名
の
子
供
達
が
参
加
し
た
。 

 

絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
の
中
、
開
始
に
先
立
ち
副
会
長
（
本
管
中
・
斎
藤
准
尉
）が
「
今
日
は
怪

我
を
し
な
い
よ
う
に
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
」
と
述
べ
た
後
、
子
供
達
は
グ
ル
ー
プ
ご

と
各
教
官
の
指
導
の
下
練
習
に
励
み
、
み
る
み
る
上
達
し
て
い
き
教
室
が
終
了
す
る
頃
に
は

教
官
を
驚
か
せ
る
程
で
あ
っ
た
。 
 

終
日
元
気
い
っ
ぱ
い
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
子
供
達
か
ら
は
「
家
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
よ
り

楽
し
い
！
」
、
「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
！
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
冬
休
み
の
楽
し
い
思
い

出
に
な
っ
た
様
子
で
あ
り
、
ま
た
参
加
し
た
隊
員
に
と
っ
て
も
家
族
と
交
流
を
図
る
良
い
機

会
と
な
り
、
駐
屯
地
の
家
族
支
援
態
勢
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

教官の指導の下練習に励む 

スノーモービル試乗 

みんなで記念撮影 

駐屯地司令祝辞 隊友会岩見沢支部長祝辞 

揮 毫 揮毫した湯呑みの披露 

祝賀会食 テーブルマナー教育 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

松 浦  淳 一 

岩見沢自衛隊音楽まつり開催のお知らせ 

  真駒内駐屯地に所在し、音楽演奏を主任務とする第１１音楽隊と岩見沢市立東光中学校吹奏
楽部とのジョイントコンサート♪さまざまなジャンルの演奏で、皆様に楽しいひと時をお届け
します♪さらに今年もやります！「岩見沢駐屯地オリジナルカレー」の無料配布!! 
   岩見沢の冬の一大イベントである「ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり」にあわせて開催しま
すので、お気軽にお越しください！ 
 

   日 時：２０１８年２月２６日（日） 

   場 所：イベントホール赤れんが  入場無料です！ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、部隊の訓練やイベント情報などを随時更新しています！ 
  

ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 



異 

動 
人  事  往  来 

第
４
０
０
施
設
中
隊 

 

３
尉 

青
沼 

憲
明
（
施
教
隊
・
勝
田
） 

 

２
曹 

坪
田 

昭
仁
（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

 

３
曹 

伊
藤 

大
史
（
１
０
４
施
器
隊
・
船
岡
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

３
尉 

木
下 

将
哉
（
１
０
４
施
器
隊
・
船
岡
） 

 

１
曹 

池
田 

親
法
（
２
施
群
・
飯
塚
） 

 

３
曹 

白
浜 

 

透
（
２
施
群
・
飯
塚
） 

 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

１
曹 

菊
地 

 

覚
（
１
０
１
施
直
支
大
・
南
恵
庭
） 

 

１
曹 

中
田 

弘
幸
（
北
海
道
補
給
処
・
苗
穂
） 

 

２
曹 

米
山 

 

努
（
帯
広
駐
業
・
帯
広
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

３
佐 

高
杉 

伸
仁
（
２
曹
教
・
仙
台
） 

 

２
尉 

佐
藤 

浩
仁
（
１
２
５
地
区
警
務
隊
・
相
馬
原
） 

 

２
尉 

青
木 

広
幸
（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

 

１
曹 

佐
藤 

政
幸
（
北
海
道
補
給
処
・
島
松
） 

 

２
曹 

島
影 

幸
寛
（
７
飛
隊
・
丘
珠
） 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

３
尉 

下
山 

雄
也
（
２
通
大
・
旭
川
） 

 
３
曹 

荒
尾 

友
貴
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

 

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

准
尉 
早
渕 

隆
行
（
３
４
５
会
計
隊
・
滝
川
） 

 

３
曹 
川
村 

賢
人
（
３
３
２
会
計
隊
・
函
館
） 

                               

（
以
上
、
３
月
23
日
付
） 

★
転 

出
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 
2
尉 

伊
藤
伸
之
佑
（
施
設
学
校
・
勝
田
） 

本
部
管
理
中
隊 

 

１
尉 
小
森 

一
平
（
３
施
団
本
部
・
南
恵
庭
） 

 

1
曹 

酒
井 

瑞
穂
（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

 

１
曹 

森 
 

武
臣
（
南
恵
庭
駐
業
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

齊
藤 

匡
亜
（
３
施
団
付
隊
・
南
恵
庭
） 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

３
曹 

香
山 

義
彦
（
１
２
０
教
大
・
真
駒
内
） 

第
４
０
０
施
設
中
隊 

 

１
尉 

田
川 

弘
貴
（
11
施
隊
・
真
駒
内
） 

 

２
曹 

武
田 

裕
章
（
９
施
群
・
都
城
） 

 

２
曹 

大
内 

真
治
（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

曹
長 

鷲
田 

拓
也
（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

 

３
曹 

中
山 

和
彦
（
２
施
群
・
飯
塚
） 

 

３
曹 

松
本 

拓
也
（
２
施
群
・
飯
塚
） 

 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

３
曹 

森
岡 

佑
介
（
北
海
道
補
給
処
・
苗
穂
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

１
尉 

岩
本 

 

毅
（
７
後
支
・
南
恵
庭
） 

 

曹
長 

土
田 

耕
司
（
11
通
隊
・
真
駒
内
） 

 

１
曹 

福
井 

敏
勝
（
北
海
道
補
給
処
・
島
松
） 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

２
尉 

川
崎 

浩
幸
（
２
通
大
・
旭
川
） 

 

２
曹 

中
野 

芳
永
（
３
１
３
基
通
中
・
北
恵
庭
） 
 

 

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

１
曹 

國
枝 

孝
一
（
３
４
５
会
計
隊
・
滝
川
） 

 

３
曹 

野
中 

稔
生
（
３
３
２
会
計
隊
・
函
館
） 

 

【
第
１
２
０
地
区
警
務
隊
岩
見
沢
連
絡
班
】 

 

曹
長 

小
林 

孝
造
（
１
１
９
地
区
警
務
隊
・
留
萌
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

（
以
上
、
３
月
23
日
付
） 

【
第
12
施
設
群
】 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

 

３
曹 

小
林 

雅
史
（
幹
部
候
補
生
学
校
・
前
川
原
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

（
３
月
25
日
付
） 

★
転 

入
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

本
部
管
理
中
隊 

 

１
尉 

小
笠
原 

渉
（
３
施
団
本
部
・
南
恵
庭
） 

 

１
曹 

川
原 

大
輔
（
９
施
群
・
小
郡
） 

 

１
曹 

岸
本 

久
生
（
３
施
団
付
隊
・
南
恵
庭
） 

 

１
曹 

松
浦 

直
樹
（
14
施
群
・
釧
路
） 
 

1
曹 

細
野 

貴
志
（
３
施
団
付
隊
・
南
恵
庭
） 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

２
曹 

鈴
木 

春
彦
（
施
教
隊
・
勝
田
） 

 

３
曹 

渡
邉 

徳
隆
（
11
施
群
・
福
島
） 

 
 

３９８施中 門間３曹 
長男 櫂（かい）くん 
Ｈ３０．１．１４生 

本管中 神田３曹 
次男 晴仁（はると）くん 
Ｈ３０．２．１５生 

第３１４基地通信中隊 
岩見沢派遣隊長 

 

      しもやま   ゆうや 

   ３尉 下山 雄也 

着 任 部 隊 長 ・ 中 隊 長 紹 介 

第１２施設群 
第４００施設中隊長 

 

      こばやし   きこう 

   １尉 小林 棋孝 

第１２施設群 
本部管理中隊長 

 

       おがさわら   わたる 

   １尉 小笠原 渉 

４００施中 福田２曹 
長女 茅乃（かやの）ちゃん 

Ｈ３０．２．１４生 

４００施中 金澤３曹 
妻 文音（あやね）さん 
Ｈ３０．３．１６入籍 

 

札
幌
地
方
隊
友
会
主
催
の
「隊
友
の
集
い
」
が
２
月
３
日(

土)

夕
、
札
幌

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
支
部
長
以
下
事
務
局
役
員
５
名
を
も
っ
て

参
加
し
ま
し
た
。
集
い
の
冒
頭
で
の
吉
川
貴
盛
衆
議
院
議
員
・
高
橋
は

る
み
北
海
道
知
事
の
挨
拶
で
は
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
下
に

あ
る
自
衛
隊
を
支
え
て
い
る
隊
友
会 

へ
の
更
な
る
期
待
の
言
葉
が
述
べ 

 

29

年

度

札

幌

地

方

隊

友

会

「

隊

友

の

集

い

」

へ

の

参

加 

 

岩
見
沢
支
部
は
ひ
な
祭
り
の
３
月

３
日(

土)

、
北
村
温
泉
ホ
テ
ル
に
て

恒
例
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
る
「
隊

友
の
集
い
」
を
隊
友
19
名
の
参
加
を

も
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
前
段
行
事

で
あ
る
囲
碁
・
麻
雀
の
行
事
は
９
時

半
開
始
、
参
加
者
９
名
は
昼
食
・
入

浴
も
後
回
し
に
勝
負
に
邁
進
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

後
段
行
事
の
懇
親
会
で
は
、
記
念

撮
影
・
支
部
長
の
開
会
の
言
葉
の
後
、

久
々
に
隊
友
会
行
事
に
参
加
し
た

三
國
睦
夫
氏(

平
成
３
年
８
月
退
官)

の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
を
開
始
し
ま
し

た
。
当
選
確
率
50
％
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
と
７
名
に
よ
る
の
ど
自
慢
披
露
と

と
も
に
、
互
い
の
近
況
報
告
、
現
役

時
代
の
苦
労
話
な
ど
で
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
年
齢
54
歳
～
80
歳
の
隊

友
全
員
が
、
今
日
も
体
力
・
気
力
が

充
溢
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
合
い

本
行
事
を
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。 

 

29
年
度
支
部
「
隊
友
の
集
い
」
の
開
催 

隊 友 会 だ よ り 

三國氏のカラオケ披露 参加隊友 

滝川・美唄支部との懇談 

３０２坑中 髙木３曹 
長女 梓沙（あずさ）ちゃん 

Ｈ３０．２．２７生 

ら
れ
ま
し
た
。
懇
親
の
中
で
は
、

宇
都
隆
史
参
議
院
議
員
夫
人

が
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
我
々
を

激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
。
滝
川

支
部
役
員
と
テ
ー
ブ
ル
が
同
席

と
な
り
、
隣
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
美

唄
支
部
の
役
員
が
お
り
相
互
に

親
交
を
深
め
る
と
と
も
に
そ
の

活
動
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
、
支
部
に
と
っ
て
勉
強

と
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。 




